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平成 26 年 11 月 10 日 

各 位 

                                          会 社 名      神 田 通 信 機 株 式 会 社 

                                          代表者名      代表取締役社長   神 部 雅 人 

                                                （ＪＡＳＤＡＱ・コード番号：１９９２） 

                                          問合せ先 

役職・氏名     取締役管理本部長 高橋 昌弘 

                                          電話番号      （０３）３２５２－７７３１ 

 
 
平成 27 年３月期第２四半期累計期間の業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 
 

平成 26 年５月 14 日に公表しました、平成 27 年３月期第２四半期累計期間（平成 26 年４月１
日～平成 26 年９月 30 日）の業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとお
りお知らせいたします。 
 
 

記 
 
 

１．平成 27 年３月期第２四半期累計期間の業績予想と実績値との差異 
（平成 26 年４月１日～平成 26 年９月 30 日） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 

１株当たり
四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回予想（Ａ） 2,336 8 17 5 68 

実 績 値（Ｂ） 1,797 △166 △153 △160 △20 06 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △539 △174 △170 △165 － 

増 減 率（％） △23.1 － － － － 

（ご参考）前第２四半期実績 

（平成 26 年３月期第２四半期）
2,039 △118 △104 △112 △13 98 

 

２．業績予想との差異の理由 

当第２四半期累計期間のセグメント別売上高につきましては、建設事業では、大手・中堅企業

のＩＣＴソリューション関連設備工事等が計画を下回って推移したことにより、13 億 76 百万円

（計画 18 億 55 百万円）となり、情報システム事業では、独立行政法人を中心とした公会計シス

テム等がほぼ計画どおり推移したものの、社会福祉システムが計画を下回って推移したため、３

億 86 百万円（計画４億 47 百万円）となりました。また、不動産賃貸事業の売上高は 34 百万円と

計画どおりに推移いたしました。 

利益面につきましては、売上案件の下期へのずれ込み等により、売上高が 17 億 97 百万円と計

画を下回って推移（計画 23 億 36 百万円）したため、営業損失は１億 66 百万円、経常損失は１億

53 百万円となりました。また、四半期純損失につきましては、１億 60 百万円となりました。 

なお、通期業績予想につきましては、第２四半期末の受注残高の増加に伴う売上高の増加と原

価低減や経費削減を実施し、利益確保に努めることにより、現時点では前回発表の予想値に変更

はありません。 

 

以 上 


